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庭訓往来刊本についての基礎駒研究 （補遺1）

三保忠夫＊⑧福井千奈美＊㌦三保サト子＊＊＊

　　　　　　Tadao　MIH0，Ch1nam1FUKUI，Satoko　MIH0

A　Basic　Study　of　the　Teikin一∂rai　Printed　from　Wood　B1ocks

［キーワード：庭訓往来目録 庭訓版元リスト 往来物　庭訓往来刊本］

はじめに

　本稿は、前稿下記の補遺（補遺1）である（1995年8

月迄の補筆）。

　○「庭訓往来刊本にっいての基礎的研究」、『島根大学

　　教育学部紀要』、第28巻（人文・社会科学編）、1994

　　年12月。

　［凡　例コ

ー　この目録は、庭訓往来の刊本包年代順に配列し、

　一覧表にしたものである。

二　年代配列は、刊記の出版年に従い、西暦の順とした。

　1　年代の全く不明のものは、目録の初めに配置した。

　2　元号が分っても、その年次の判明しない場合は、

　　その元号の最後の年次に配置した。

　3　江戸時代前期、中期、後期、末期とされている場

　　合は次の区分によって、それぞれ各期の末部に配置

　　した。

　　　前期　寛永5年（1682）一元禄16年（1703）

　　　中期　　宝永元年（1704）安永9年（1780）

　　　後期　　天明兀年（1781）一天保14年（1843）

　　　末期　　弘化元年（1844）一慶応3年（1867）

三　この目録における記載事項は、次のとおりである。

　　　（1）確認　（2）西暦　（3）和暦　（4）書題．

　（5）

　（9）

［確認コ

［和暦コ

［書題コ

冊数　（6）出版元　（7）備考　（8）系統

所蔵　ω　参考

　原本を実見したものには○印を付した。

　刊記、外題等における出版年の元号である。

　①原則として、外題を用いた。

　②　外題の分らないものは、内題、尾題、

　　扉、また、後補題嚢等を用いた。この場

　　合、できるだけ、（内題）、（尾題）、（扉）

　　などの表示を行う。

③角書などの割り書き部分については、

　　これを［］の中にいれ、改行部分を／

　　　　　印で示すことがある。

　　　　④先行する他者の目録や調査等における

　　　　　書題や角書等は、しはらく、これをその

　　　　　まま用いる。

［冊数コ　ー冊仕立て、二冊仕立て、三冊仕立ての別

　　　を示した。

［出版元コ①出版の年月日、出版元、出版地㊥住所、

　　　　　求版年月日、求版者、また、書摩などを

　　　　　示した。

　　　　②先行する他者の目録や調査等における

　　　　　場合は、分る限りの範囲で記した。

［備考］　上記の項目に扱いにくい事項を記した。

［系統］　明確に判明している範囲で、次のような分

　　　類記号を付した。

　　　I　手本系、■　読本系、皿　註本系、

　　　IV’絵抄系

［所蔵］　刊本の所蔵される図書館、文庫、書店等を

　　　記した。図書館名、文庫名、大学名などに略

　　　称するものがあるが、これらは『国書総目録』

　　　のそれにならった。

［参考コ　この目録を作成するに際しては、次のよう

　　　な先行書により、また、原本調査によった。

　　　先行書、所蔵元は、以下のような記号で示し

　　　た。

　　　ひ　大江文庫目録　江戸時代篇　東京家政学

　　　　院大学1東京家政学院短期大学　昭和48年

　　　　11月

　　　ふ　山陰歴史館

　　　へ　山根和紙資料館

　　　ほ　思文閣［古書／資料］目録　第137号

　　　　（平成五年）

　　　ま　近鉄奈良の古書まっり　第7回　平成六

　　　　年四月

＊　本学教授 ＊＊　島根県立島根女子短期大学卒業生 ＊＊＊　島根県立島根女子短期大学助教授
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庭訓往来刊本にっいての基礎的研究

　新春古書大即売会目録　京都府古書籍商

業協同組合　平成六年一月

　京都古書組合総合目録　京都府古書籍商

業協同組合　平成七年一月

　福地書店［和本／書画コ目録　平成5年

12月号

　福地書店［和本／書画コ目録　平成6年

7月号
　福地書店［和本／書画］目録　平成6年

12月号

　福地書店［和本／書画］目録　平成7年

7月号
よ　名古屋大学附属図書館所蔵和漢古典籍目

　　　　　　録稿平成7年3月

　　　　　ら　往来物大系　第7巻⑧第8巻㊥第9巻

　　　　　　平成4年11月　大空社

付記①本稿において、各刊本の冒頭に付した番号は

　　　　仮のものである。後日、改めて総合的な通し番

　　　　号を付したい。

　　　②　前稿において、「記載事項」の（1）［確認］と

　　　　（8）［系統］の欄に記入漏れのあったこと、また、

　　　　刊本配列の一部に乱れのあったことをお詫びし

　　　　たい。

　　　　　但し、それに四系統あるとはいいながら、中

　　　　にはその複合した形態もあり、今日、未だ適切

　　　　な分類方法は確立されていないといってよい。

庭訓往来目録 （補遺1） August25．1995

凡例　（1確認 （2）西暦　（3）和暦　（4）書題　（5）冊数 （6）出版元 （7）備考　（8）系統　（9）所蔵　ω参考

［年代未詳］

091（1）一（2）一（3）一（4）永楽庭訓往来（5）1（6）一（7）名古屋永楽屋東四郎　江戸同出店（8）Iカ（9）名古屋大学附属図書館　岡谷

　文庫（1⑰よ

O02（1）一（2）一（3）一（4）改正大字泉宝庭訓往来鳳庫（5）1（6）一（なし）（7）甘泉堂（8）一（9）大江文庫但O）ひ

003（1）一（2）一（3）一（4）庭劃1性来註（5）2（6）一（なし）（7）二巻二冊　題義「庭訓抄」寛永八年版片仮名抄の系統　後刷本（8）

　皿（9）大江文庫（10）ひ

004（1）一（2）一（3）一（4）庭劃1［往来抄（5）2（6）梅村弥右衛門（7）二冊　内題「庭訓往来　註上」　柱刻「庭訓抄」片仮名註（8）皿

　19）近鉄奈良の古書まつり（1O）ま

005（1）一（2）一（3）一（4）改正庭訓往来（5）1（6）諸国書騨　東京　森屋治兵衛板［等コ十九軒（7願書挿絵本（8）皿（9）大江文庫①O）

　ひ

　　［前期コ

006（1）一（2）1628（3）寛永5（4）庭訓往来（5）1（6）寛永五年次戊辰孟春開板焉（7）58丁（8）皿（9）往来物大系7ωら

007（1）一（2）1631（3）寛永8（4）庭訓往来抄（5）2（6）寛永八年八月吉辰日（7）上下二巻二冊　内題「庭訓往来　註上（下）」柱

　刻「庭訓抄」上49丁　下55丁　高橋俊乗旧蔵（8瓜9）往来物大系8（1⑰ら

008（1）一（2）1641（3）寛永18（4）庭訓往来（5）1（6）寛永十八年星火上旬板行／江戸／冨田助之進［花押コ（7）版下「天正七年三

　月十日浄真寺高林依所望書之／建部伝内介（賢文）／［花押］」伝得「寛延二己巳年　江戸北新堀／松原氏所持」53
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　丁（8）I（9）往来物大系7（1⑰ら

009（1）一（2）1657（3）明暦3（4）庭訓往来（5）1（6）一（7）明暦ヨ8H9）福地書店（1⑰も、や

O10（1H2）1688（3）貞享5（4）絵入庭訓往来（5）1（6）一（7）貞早五年三月　書林山崎屋市兵衛　丸屋半兵衛　四巻一冊（8）IV’（91

　名古屋大学附属図書館　森本文庫α⑰よ

011（1）一（2）1698（3）元禄11（4腱訓往来図画（5）1（6）元禄十一戊寅年初春吉　絵師杉村氏／鱗形屋開板（7）上下一冊　則文の

　首「庭訓絵抄題号之註」（序オモテ）扉題「庭訓／往来／図画」（同ウラ）　内題「庭訓往来」柱刻「庭訓」袋綴

　57丁　巻尾書込み「八森山什持／弐拾四世法印宥善」（8）IV（9）往来物大系9（1⑰ら

012（1H2）1702（3）元禄15（4）庭訓往来諺解大成（5）5（6）元禄十五年壬午歳五月上涜／大坂北久太郎町心齊（ママ）橋筋／

　書摩　平兵衛（7）五巻五冊　序14丁　第1巻より32丁　32丁　26丁　26丁　第1巻より柱刻「庭訓諺解春（夏）（秋）

　（冬）」　元禄辛巳端月永井如瓶の序あり（8）皿（9）往来物大系8ωら

［中期］

013（1）一（2）1715（3）正徳5（4）万宝庭訓往来（5）1（6）一（7）正徳五　菊屋七郎兵衛板　絵入（8）皿（9）福地書店（1⑰め、も、や、ゆ

014（1H2）1754（3）宝暦4（4）大橋庭訓往来（5）1（6）一（7）宝暦四　英文蔵梓行（8）I（9）福地書店ωめ、も

015（1H2H3H4）庭訓往来（5）1（6）一（7）江戸中　大阪　本屋清左衛門版（8）一（9）福地書店但⑰め、も

016（1ト（2）一（3）一（4）庭訓往来（5）1（6）一（7）江戸中　武江書林　鶴鱗堂鱗形屋板（8）一（9）福地書店ωめ、も

017（1H2）一（3）一（4）庭訓抄（5）2（6）一（7）江戸中　出雲寺和泉接（8）皿カ（9）福地書店（1⑰ゆ

［後期］

018（1H2）1781（3）天明1（4）広徳庭訓往来大宝海（5）1（6）天明兀（7）絵入　西宮新六版（8）一（9）福地書店ωめ、も、や

019（1H2）1785（3）天明5（4）庭訓往来（5）1（6）一（7）天明五　西宮新六蔵版　絵入（8）Iカ（9）福地書店ωめ、も、や、ゆ

020（1）○（2）1799（3）寛政11（4断改正庭訓往来（5）1（6）寛政十一　浪華書緯　志保屋忠兵衛　勝尾屋六兵衛（7）一（8）I（9）山陰

　歴史館（1O）ふ

021（1H2）1828（3）文政11（4）和朝文範庭訓往来（5）1（6）一（7）文政十一　永寿堂　西村屋与八再版（8）u（9）福地書店（1⑰や、ゆ．

022（1H2）1799（3）寛政11（4）庭訓往来文宝蔵（5）1（6）一（7）寛政十一　西村屋与八板（8）Iカ（9）福地書店ωめ、も、や

023（1H2）1800（3）寛政12（4）［訂／誤］庭訓往来捷註　全15）1（6）寛政十二庚申秋七月／江都書摩　江戸大伝馬町二丁目

　　大和田安兵衛　同麹町平川町二丁目　角丸屋甚助　梓行（7）袋綴105丁　序文首「題捷註」同尾「江都駒籠隠士　烏

　有斎誌」本文末に「平丘先生箸（ママ）／筆者　野州壬生蕃片岡長住」裏表紙墨書込み「宮入右月持主」（8）皿（9）往来物大

　系9伍①ら

024（1）一（2）1800（3）寛政12（4）庭訓往来捷註（5）1（6）寛政十二　江都書緯　大和田安兵衛　角丸屋甚助（7）平丘先生著　筆者

　片岡長住（8）皿（9）大江文庫（1⑭ひ

025（1H2）1800（3）寛政12（4腱訓往来捷註（5）1（6）寛政十二　江都書騨　大和田安兵衛　角丸屋甚助（7）平丘先生著　筆者

　片岡長住（8）皿（9）福地書店（1⑰め、も、や、ゆ

026（1H2）1803（3）享和3（4）庭訓往来（5）1（6）一（7）享和三　仙鶴堂版（8）一（9）福地書店（1⑰め、も
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027（1）一（2）1803（3）享和3（4）庭訓往来（5）1（6）一（7）享和三　鶴屋喜右衛門版（8）一（9）福地書店虹①め、も、や、ゆ

028（1）一（2）1806（3）文化3（4）万宝庭訓往来（5）1（6）一（7）文化三　菊屋七郎兵衛版　絵入（8）■（9）福地書店α⑰め、も、や

029’（1）一（2）1806（3）文化3（4）万宝庭訓往来（5）1（6）一（7）文化三　京都　菊屋七郎兵衛板絵入（8）■（9）福地書店ωめ、も、

　ゆ

030（1）一（2）1809（3）文化6（4）庭訓往来（5）1（6）文化六　永寿堂　西村屋伝兵衛旧板　西村屋与八再刊（7）元題嚢欠（8）一（9）大

　江文庫（1⑪ひ

031（1）一（2）1812（3）文化9（4）庭訓往来（5）1（6）一（7）文化九　森屋治郎兵衛版（8）一（9）福地書店ωめ、も

032（1H2）1813（3）文化10（4）庭訓往来万世文璽（5）1（6）文化十（7）一（8）I（9）京都古書組合（1⑪む

033（1H2）1816（3）文化13（4）庭訓往来改蹟教（5）1（6）一（7）文化十三　岩戸屋喜三郎版（8）一（9）福地書店（1⑰め、も、や

034（1H2）1818（3）文化！5（4）再版字註絵入　庭訓往来（5）1（6）文化十五　菱屋治兵衛（7）（扉）文化再板　皇都　福寿軒（8）皿

　（9）大江文庫（1⑰ひ

035（1H2）1818（3）文化15（4）字註絵入　庭訓往来（5）1（6）文化十五（7）（扉）皇都　福寿軒（8）皿（9）福地書店（1⑰め、も、や

036（1）一（2）1818（3）文化15（4）庭訓往来（5）1（6）一（7）文化十五　菱屋治兵衛板（8）皿（9）福地書店（1⑰め、も、や

037（1）一（2）1818（3）文化15（4）字註絵入　庭訓往来（5）1（6）一（7）文化十五　菱屋治兵衛板（8）皿（9）福地書店（1⑭や、ゆ

038（1）一（2）一（3）一（4）字註絵入　庭訓往来（5）1（6）一（7）文化　菊屋七郎兵衛版　絵入（8）一（9）福地書店（1O）め、も、や

039（1）一（2）1823（3）文政6（4）庭訓往来（5）1（6）一（7）文政六　西村屋与八板（8）一（9）福地書店ωも

040（1）一（2）1823（3）文政6（4）永寿庭訓往来万福蔵（5）1（6）一（7）文政六　西村屋与八板　絵入（8）一（9）福地書店（1⑭ゆ

041（1）一（2）1823（3）文政6（4）庭訓往来絵抄解（5）1（6）一（7）文政六　絵入（8）一（9）福地書店ωも、や

042（1H2）1826（3）文政9（4）校本庭訓往来（5）1（6）一（7）文政九　大阪　岡田群玉堂蔵　絵入（8）一（9）福地書店（1O）め、も、や、

　ゆ

043（1）一（2）1827（3）文政10（4）和朝文範庭訓往来（5）1（6）文政十　江戸　仙鶴堂　鶴屋喜右衛門（7H8）I（9）大江文庫伍①ひ

044（1H2）1827（3）文政10（4）和朝文範庭訓往来（5）1（6）一（7）文政十　江戸　仙鶴堂　鶴屋喜右衛門（8）I（9）福地書店（1⑪め、

　ゆ

045（1H2H3）一（4）庭訓往来（5）1（6）一（7）文政　和泉屋吉兵衛板（8）一（9）福地書店（1⑰め、も、や

046（1H2）1832（3）天保3（4）庭訓往来文宝蔵（5）1（6）一（7）天保三　永寿堂西村屋与八版（8）Iカ（9）福地書店（1⑰や

047（1）一（2）1834（3）天保5（41首書読法　庭訓往来具注釧5）1（6）一（7）天保五（8）皿（9）患文閣出版（1⑪ほ

048（1）一（2）1835（3）天保6（4）庭訓往来註抄（5）1（6）一（7）天保六　竃書館　宋栄堂合梓（8瓜9）福地書店qO）も、や

049（1）一（2）1835（3）天保6（4腱訓往来万世文嚢（5）1（6）■7）天保六　山口屋藤兵衛梓（8）I（9）福地書店①⑭も、や、ゆ

050（1）一（2）1842（3）天保13（4）庭訓往来栄寿松（5）1（6）一（7）天保十三　和泉屋市兵衛他合梓（8）一（9）福地書店（10）も、や

051（1）一（2）1842（3）天保13（4）文会庭訓往来絵抄（5）1（6）一（7）天保十三　東武書房文会堂榊8H9）福地書店ωや

052（1）一（2）1842（3）天保13（4）庭訓往来（5）1（6）一（7）天保十三　江戸　須原屋茂兵衛　山形　北條忠兵衛合刻　絵入（8）一（9）

　福地書店（1⑰や

053（1）一（2）1843（3）天保14（4）本朝文則　永寿庭訓往来絵抄解（5）1（6）天保十四　東都書林　出雲寺万次郎　山域屋佐兵衛

　　西村屋与八（7）内山松蔭堂書（8）IV（9）大江文庫ωひ
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054（1）一（2）1843（3）天保14（4）庭訓往来精注妙（5）1（6）一（7）浪速文精堂蔵梓（8）皿（9）福地書店①⑰め、も、や、ゆ

055（1H2H3）天保（4）頭書訓読庭訓往来精注妙（5）1（6）天保　須原屋（7）一（8）皿（9）近鉄奈良の古書まっりωま

056（1H2H3）天保（4）大宝庭訓往来（5）1（6）天保（7）一（8）皿カ（9）近鉄奈良の古書まつり（1O）ま

［末期］

057（1）一（2）1845（3）弘化2（4）庭訓往来講釈（5）1（6）弘化二　東都書摩　亀屋文蔵　山城屋新兵衛（7）二巻合一冊　元嚢欠

　渓斎善次郎（池田英泉）（8）皿（9）大江文庫伍O）ひ

058（1H2）1845（3）弘化2（4腱訓往来講釈（5）1（6）一（7）1　弘化二　英泉画　亀屋文蔵　山城屋新兵衛板（8）皿（9）福地書店

　ωめ

059

060

061

062

063

064

065

066

067

068

069

070

071

072

073

074

075

076

077

　（1H2）1846（3）弘化3（4）庭訓往来（5）1（6）一（7）弘化三　京都書林　吉野屋　桝屋　山城屋合梓（8）一（9）福地書店（1⑰も

　（1H2）1847（3）弘化4（4）庭訓往来（5）1（6）一（7）弘化四　青雷堂英文蔵梓行（8）一（9）福地書店（1⑰め、も、や

　（1H2）1847（3）弘化4（4）改正庭訓往来（5）1（6）一（7）弘化四　森屋治兵衛板（8）皿カ（9）福地書店（1⑪も、や

　（1H2H3）弘化（4）庭訓往来精注抄（5）1（6）一（7）弘化　森屋治兵衛板　絵入（8）皿（9）福地書店（1⑰め、も、や

　（1H2）1851（3）嘉永4（4）新板庭訓往来（5）1（6）一（7）嘉永四　桝屋勘兵衛板（8）一（9）福地書店ωや

　（1H2）1851（3）嘉永4（4）庭訓往来讃注大成（5）1（6）一（7）嘉永四　江都　栄久堂発免　絵入（8）皿（9）福地書店（1⑭め、も、

や、ゆ

　（1H2）1852（3）嘉永5（4）新刻改正庭訓往来諺解（5）1（6）嘉永五　東都書摩　甘泉堂　和泉屋市兵衛（7）元嚢欠　山崎久

作補（8）皿（9）大江文庫（1⑰ひ

　（1）一（2）1852（3）嘉永5（4腱訓往来諺解（5）1（6）一（7）嘉永五　和泉屋市兵衛　絵入（8）皿（9）福地書店（10）め、も、や、ゆ

　（1）一（2）1852（3）嘉永5（4）庭訓往来諺解（5）1（6）一（7）嘉永五　絵入（8）皿（9）福地書店ωゆ

　（1）一（2）1852（3）嘉永5（4）永寿庭訓往来絵抄解（5川6）一（7）嘉永五　山城屋佐兵衛　伊勢屋喜助板（8）IV（9幅地書店（1O）め、

も、や

　（1）一（2）1852（3）嘉永5（4）両点庭訓往来（5）1（6）一（7）嘉永五　山口屋藤兵衛板　絵入（8）IV（9）福地書店①0）め、も、や

　（1）一（2）1852（3）嘉永5（4腱訓往来絵抄（5）1（6）一（7）嘉永五　伊勢屋喜助楓8H9）福地書店（1O）め、も、や、ゆ

　（1）一（2）1852（3）嘉永5（4腱訓往来絵抄（5）1（6）一（7）嘉永五（8）一（9）福地書店（1⑭ゆ

　（1H2）1853（3）嘉永6（4）頭書絵註　庭訓往来講釈（5）2（6）弘化二　嘉永六再版　東都書摩　亀屋文蔵　山城屋新兵衛

（7）元嚢欠　渓斎善次郎（池田英泉）（8瓜9）大江文庫伍O）ひ

　（1）一（2）1853（3）嘉永6（4腱訓往来絵抄（5）1（6）一（7）丁字屋平兵衛版　絵入（8）1V（9）福地書店（1⑰め

　（1H2）1854（3）嘉永7（4）首書読法　庭訓往来具注妙（5）1（6）天保五　新板　弘化三　再刻　嘉永七　三刻　大阪　河

内屋太助［等］六軒（7）元塞欠　蔀徳風（関牛）著（8）皿（9）大江文庫（1⑭ひ

（1）一（2）1854（3）嘉永7（4）庭訓往来具注妙（5）1（6）一（7）嘉永七　永楽屋東四郎　他五書堂合梓（8）皿（9幅地書店（1O）め、も、

や、ゆ

（1）○（2）1855（3）安政2（4腱訓往来絵抄（5）1（6）安政二　東都　金幸堂　菊屋幸三郎（7）一（8）IV（9）山根和紙資料館（1⑰へ

　（1）一（2）1855（3）安政2（4）金幸庭訓往来絵抄（5）1（6）一（7）安政二　金幸堂版（8）IV（9）福地書店（1⑰め、も
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6 庭訓往来刊本にっいての基礎的研究

　（1）一（2）1855（3）安政2（4腱訓往来寺子宝（5）1（6）一（7）安政二　絵入（8）1V（9）福地書店ωめ、や

　（1）一（2）1856（3）安政3（4腱訓往来万歳蔵（5）1（6）一（7）安政三　錦森堂　森屋治兵衛板　仙台　松浦屋権之助板（8）I（9）

　福地書店（1⑰め

　（1）一（2）1857（3）安政4（4）両点庭訓往来（5）1（6）一（7）安政四　蔦屋吉蔵　山口屋藤兵衛板　絵入（8）皿（9）福地書店ωめ、

や

　（1）一（2）1857（3）安政4（4）延寿庭訓往来絵抄（5）1（6）一（7）安政四　玉養堂蔵梓（8）1V（9）福地書店（1①め

　（1）一（2）一（3）一（4）絵本庭訓往来　上編　全（中編　全）（下編　全）（5）3（6）一（7）安政頃　原装題菱付　葛飾北斎画（8）W

（9）京都古書組合（1O）み

　（1H2H3H4）庭訓往来（5）1（6）一（7）安政　綿屋喜兵衛楓8H9）福地書店ωめ、も、．や

　（1）一（2）一（3）一（4）庭訓往来（5）1（6）一（7）万延　吉田屋文三郎板（8）一（9）福地書店但O）め、も、や

　（1）一（2）一（3）一（4腱訓往来（5川6H7）万延　河内屋勘助板（8）一（9）福地書店αO）め、も、や

　（1H2）一（3）一（4）庭訓往来（5）1（6）一（7）文久　吉田屋文三郎板（8）一（9）福地書店ωや

　（1H2）1865（3）元治2（4）延寿庭訓往来絵抄（5）1（6）元治二（7）玉養堂蔵梓　絵入（8）IV（9）福地書店ωめ、も、や

　（1）一（2）一（3）一（4）庭訓往来絵妙（5）1（6）一（7）江戸後　菊屋七良兵衛版（8）IV（9）福地書店ωめ、も、や、ゆ

　（1）一（2）一（3）一（4）庭訓往来絵妙15）1（6）一（7）江戸後　内山松陰堂書（8）1V（9）福地書店ωや

　（1H2H3H4）庭訓往来（5）1（6）一（7）江戸後　菊屋七良兵衛板（8）一（9）福地書店（1⑰も、や

　（1H2）一（3）一（4）庭訓往来（5）1（6）一（7）江戸後　菱屋弥兵衛板（8）一（9）福地書店（1⑰め、も

　（1H2H3）一（4）庭訓往来（5）1（6）一（7）江戸後　東都書騨合梓　絵入（8）IV（9）福地書店（1⑰や、ゆ

　（1H2H3H4腱訓往来（5）1（6）一（7）江戸後　永楽屋東四郎（8）1V（9）福地書店（10）も

　（1）一（2）一（3）一（4）庭訓往来（5川6H7）江戸後　永楽屋東四郎板　絵入（8）IV（9）福地書店ωや、ゆ

　（1H2H3H4腱訓往来絵入（5）1（6）一（7）江戸後　永楽屋東四郎　絵入（8）1V（9）福地書店ωめ

　（1H2）一（3）一（4）庭訓往来精注妙（5）1（6）一（7）江戸後　錦森堂蔵板　絵入（8）皿（9）福地書店ωめ、も、や

　（1H2H3）一（4）庭訓往来精注妙（5）1（6）一（7）江戸後　絵入（8）皿（9）福地書店位O）も

　（1H2）一（3）一（4）庭訓往来（5）1（6）一（7）江戸後　大阪　柏原屋与市版（8）一（9）福地書店ωめ、も、や、ゆ

　（1H2）一（3）一（4）庭訓往来（5）1（6）■7）江戸後　藤岡屋慶治郎　絵入（8）一（9）福地書店ωも、や

　（1H2）一（3）一（4）慶玉庭訓往来（5）1（6）一（7）江戸後　藤岡屋慶次郎（8）一（9）福地書店ωめ、も、や

　（1）一（2）一（3）一（4）庭訓往来万歳蔵（5）1（6）一（7）江戸後　森屋治兵衛板（8）I（9）福地書店（1⑰め、や

　（1H2）一（3）一（4）庭訓往来千歳蔵（5）1（6）一（7）江戸後（8）皿カ（9）福地書店ωや

　（1H2H3H4腱訓往来千歳蔵（5）1（6）一（7）江戸後　甘泉堂板（8）皿（9）福地書店（1⑰や

　（1H2）一（3）一（4）菊寿庭訓往来絵抄解（5）1（6）一（7）江戸後　和泉屋市兵衛板（8）W（9）福地書店ωも、や

　（1）一（2）一（3）一（4）改正庭訓往来（5）1（6）一（7）江戸後（8）一（9）福地書店ωめ、も

　（1H2）一（3）一（4）改正庭訓往来（5）1（6）一（7）江戸後　絵入（8）一（9）福地書店ωや、ゆ

　（1）一（2）一（3）一（4）真草両点庭訓往来（5）1（6）一（7）江戸後　玉秀画　須原屋茂兵衛他合梓（8）一（9）福地書店ωめ

　（1H2）一（3）一（4）文会庭訓往来（5）1（6）一（7）江戸後　文会堂梓　絵入（8）一（9）福地書店ωや



　　　　　　　　　　　　　　　　　　三保忠夫④福井千奈美・三保サト子

109（1H2）一（3）一（4）庭訓往来（5）1（6）一（7）江戸後　文江堂梓（8）一（9）福地書店（1O）め、も、や

110（1）一（2）一（3）一（4）栄文庭訓往来倭鑑（5）1（6）一（7）江戸後　山本平吉梓（8）一（9）福地書店（1O）め

111（1）一（2）一（3）一（4）庭劃1腔来（5）1（6）一（7）江戸後　山田佐助板（8）一（9）福地書店（1⑭め、も、や

112（1H2H3H4）庭訓往来松寿蔵（5）1（6）一（7）江戸後　甘泉堂蔵（8）一（9）福地書店（1①め、も、や

113（1）一（2）一（3）一（4）栄久庭訓往来絵抄（5）1（6）一（7）江戸後（8）IVカ（9）福地書店ωめ、も、や、ゆ

114（1H2H3H4）平仮字付　庭訓往来（5）1（6）一（7）江戸後　河内屋平七板（8）皿カ（9）福地書店（10）め

7

［近代コ

115（1）一（2）1870（3）明治3（4）延寿庭訓往来絵妙（5）1（6）明治三（7）扉に「改正新刻」「書騨

　合伍O）む

玉養堂蔵梓」（8）1V（9）京都古書組

＊参考（写本）

116（1）一（2）1473以前（3）文明5以前（4）庭訓往来（5）2巻（6）一（7）大乗院経覚大僧上筆　謙堂文庫蔵　旧津軽伯爵家蔵（8）皿1（9）

　往来物大系7（10）ら

117（1H2H3）一（4腱訓往来註（5）1（6）一（7）室町時代末期写　袋綴　65丁　謙堂文庫蔵（8）皿（9）往来物大系7（10）ら

118（1）一（2）1809（3）文化6（4腱訓往（来）（5）1（6）紙〆而百拾四枚／文化六年巳十月日写之／伯州汗入郡稲光村長吉（7）遊紙

　首1丁　尾1丁　墨付114丁（8）I（9）山陰歴史館（1①一

119（1）一（2）1849（3）嘉永2（4）庭訓往来　乾／坤（5）2（6）告嘉永二歳酉十二月吉辰／其翠書［方形朱印2捺コ（7）墨付　上冊

　50丁　下冊52丁（8）1（9）山陰歴史館（1⑰一

120（1H2）一（3）一（4）庭訓往来妙　抄本（5）6（6）一（7）江戸後期頃写　永禄十年淳慶奥書伝写　和半（8）一（9）思文閣古書資料

　目録平成6年3月　第139号但ト

121（1）一（2）一（3）一（4）庭訓往来抄（5）1（6）此一冊以田口良朋本令書写言乞／光様（7）内題「庭訓往来諸抄大成扶翼」江戸時代

　後期書　序末に「安永三年甲午（1774）六月朔日／伊勢平蔵貞文書」　袋綴72丁（8）瓜9）往来物大系9ωら


